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「
一
般
質
問
」の
要
旨

　
樋
口
は
、「
村
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
、

少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

○
村
長
は
、就
任
後
の
初
議
会
で
、村
政
運
営
の

基
本
姿
勢
と
し
て
「
公
正
で
公
平
な
村
政
を

確
立
し
、思
い
や
り
を
基
本
」
と
し
た
、「
地
域

力
を
高
め
」「
元
気
一
杯
で
」「
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
」
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
。

○
樋
口
の
議
員
活
動
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
「
村

民
の
血
税
が
、無
駄
な
く
正
し
く
使
わ
れ
て

い
る
か
」
と
い
う
視
点
と
、「
行
財
政
の
改
革
」

と
い
う
視
点
で
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、

観
光
客
の
人
数
や
観
光
業
者
の
収
入
も
右
肩

下
が
り
で
沈
滞
し
、誠
に
残
念
な
結
果
で
あ

る
。

○
村
の
観
光
施
設
関
係
の
一
年
間
の
収
入
は
、約

6
、０
０
０
万
円
以
上
減
収
し
、施
設
の
運
営

維
持
費
等
の
支
出
は
、逆
に
１
億
円
以
上
増

え
た
。つ
ま
り
一
年
間
の
観
光
施
設
に
対
す
る

財
政
負
担
は
、約
1
億
７
、０
０
０
万
円
も
増

え
て
、３
億
７
、７
０
０
万
円
の
支
出
負
担
と

な
っ
た
。

　
村
民
一
人
当
た
り

約
6
万
３
、０
０
０

円
の
負
担
を
強
い

て
い
る
計
算
で
あ
る
。

○
こ
の
よ
う
な
中
、村

づ
く
り
、地
域
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る

住
民
力
は
、『
少
子

高
齢
化
』
の
深
刻

な
現
実
に
直
面
し

て
お
り
、早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

○
少
子
化
の
主
な
背
景

　
　
　
　（
男
女
共
同
参
画
意
識
調
査
）

　
●
「
経
済
的
負
担
が
大
き
い
か
ら
」

　
●
「
子
育
て
よ
り
も
自
分
た
ち
の
生
活
を
楽

　
　

し
み
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
た
か
ら
」

税金の
有効活用
その 1

◎「
少
子
化
対
策
」へ
の
提
案

◎「
高
齢
化
問
題
」へ
の
提
案

＊
こ
れ
か
ら
出
産
、育
児
、教
育
に
向
か
う
若

　
い
世
代
に
、安
心
と
希
望
を
も
っ
て
も
ら
う

　
た
め
の
、一
貫
し
た
経
済
支
援
策
が
必
要
だ
。

＊
誰
で
も
喜
び
の
中
で
長
寿
を
迎
え
、高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村

づ
く
り
が
、行
政
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
。

◆
生
涯
教
育
の
充
実
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
、

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す

　
る
制
度
を
設
け
る
。

●
　

村
民
の
多
様
な
人
材
を
発
見
募
集
し
、「
教

え
た
り
・
教
え
ら
れ
た
り
」の
相
互
学
習
シ

ス
テ
ム
を
作
り
、簡
単
な
資
格
制
度
も
併

用
し
て
、趣
味
感
覚
か
ら
一
歩
進
ん
だ
興
味

と
意
欲
を
も
っ
て
も
ら
う
。

●
　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、住
民
同
士
の
相
互

的
介
護
や
、里
山
整
備
の
行
政
課
題
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、美
し
い
村
づ

く
り
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア（
開
拓
者
）に
な
っ
て

い
た
だ
く
。

◆ 

全
村
民
に
対
す
る『
健
康
カ
ル
テ
』の
よ
う

な
も
の
を
作
り
、高
齢
者
の
方
々
に
対
す
る
、

健
康
、医
療
、福
祉
の
一
貫
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
　

健
康
の
維
持
管
理
と
、健
康
状
態
、病
状

な
ど
の
変
化
に
対
し
、的
確
な
指
導
と
改

善
方
針
を
示
唆
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
。

●
　

村
内
の
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
ペ
タ
ン
ク
競

技
の
施
設
な
ど
を
利
用
し
、高
齢
者
用
の

「
健
康
ジ
ム
」
的
な
道
具
や
設
備
を
充
実

さ
せ
、高
齢
者
の
筋
力
、体
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
場
所
に
造
り
替
え
、活
用
す
る
。

●
　

個
々
の『
健
康
カ
ル
テ
』は
、高
齢
者
の
方
々

の
病
気
に
対
す
る
「
早
期
発
見
」「
早
期
治

療
」
を
可
能
と
し
、本
人
や
家
族
の
苦
痛
の

軽
減
や
、老
人
医
療
費
の
大
幅
な
軽
減
へ

と
つ
な
が
る
は
ず
。

◆
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
の
医
療
は
、無

料
に
し
た
ら
ど
う
か（
で
き
れ
ば
70
歳
以
上
）。

●
　

山
中
湖
村
の
老
人
医
療
費
は
、一
人
当
た

り
月
に
６
万
６
、０
２
３
円
で
、山
梨
県
下

で
は
４
番
目
に
多
い
村
で
あ
る
。（
一
年
間
で

は
一
人
約
８
０
万
円
の
計
算
）

●
　

東
京
都
日
の
出
町
で
は
、「
７５
才
以
上
の
町

民
の
医
療
費
無
料
」
を
決
め
、さ
ら
に
来
年

度
か
ら
、
７５
歳
に
な
っ
た
町
民
の
人
間
ド
ッ

ク
診
療
の
全
額
負
担
も
お
こ
な
う
方
針
で
、

町
長
は
、「
日
本
一
高
齢
者
に
優
し
い
街
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

●
　

他
県
の
実
例
は
い
く
つ
も
あ
り
、本
村
で
の

可
能
性
は
、十
分
に
あ
る
。

○
実
行
段
階
で
は
、い
ず
れ
も
財
政
負
担
が
増
加
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

○
し
か
し
、不
交
付
団
体
で
豊
か
な
財
政
を
自
慢
し

て
き
た
当
村
は
、乳
幼
児
医
療
費
や
老
人
医
療
費

な
ど
、村
民
福
祉
の
実
態
は
、「
世
間
並
み
」
程
度
。

○
そ
こ
で
、観
光
施
設
の
収
入
を
上
げ
る
努
力
と
工

夫
を
行
な
い
、３
億
７
、７
０
０
万
円
に
も
の
ぼ
る

観
光
施
設
へ
の
税
金
投
入
を
根
本
的
に
見
直
す
。

○
こ
の
貴
重
な
税
金
を
、村
民
の
た
め
に
、出
産
、育

児
、教
育
、医
療
、福
祉
の
一
貫
し
た
施
策
に
投
入

（
村
民
へ
の
投
資
）し
て
こ
そ
、本
来
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
。

○
樋
口
は
、先
進
事
例
を
調
査
し
て
、そ
の
可
能
性

を
確
信
し
、さ
ら
に
具
体
案
を
練
っ
て
い
る
。

○
税
金
の
有
効
活
用
に
よ
る
、村
民
（
住
民
）

の
真
の
健
康
な
く
ら
し
を
目
指
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
！

　
質
問
に
対
す
る
村
長
答
弁
の
要
旨

○
樋
口
議
員
が
、四
年
間
で
初
め
て
進
歩
的
な

意
見
を
言
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

○
今
か
ら
は
、「
こ
う
や
っ
た
ら
ど
う
だ
」
と
い
う

意
見
を
、ど
ん
ど
ん
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
財
政
的
に
厳
し
い
時
代
だ
が
、“
進
歩
的
な

意
見
”と
い
う
こ
と
で
、検
討
し
た
い
。

平
成
19
年
度
決
算
認
定
に

反
対
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
に
反
対
し
た
理
由
と
賛
否

◆
効
果
の
な
い
、温
泉
施
設
の
燃
料
削
減

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
料（
磁
石
の
パ
イ
プ
）の

支
払
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。（
支
払
先
は
、

製
麺
機
製
造
会
社
だ
っ
た
）…
…（
行

政
訴
訟
提
起
）

◆
不
正
な
、観
光
協
会
へ
の
特
別
補
助
金

支
払
分
が
含
ま
れ
て
い
る
…
…（
行
政

訴
訟
提
起
）

◆
村
民
の
多
額
な
税
金
を
投
入
し
て
栽

培
し
た
、ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
収
穫
果

実
を
、全
て
観
光
振
興
公
社
に
無
償

横
流
し
を
し
、ワ
イ
ン
の
販
売
収
入
は
一

切
村
に
入
っ
て
い
な
い
。（
当
局
も
「
問

題
あ
り
」
と
事
実
関
係
を
認
め
、根
本

的
な
対
策
を
講
じ
る
と
約
束
し
た
）

◆
右
の
不
正
決
算
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毅
然
と
反
対
し

た
の
は
、高
村
文
雄
議
員
と
樋
口
の
み

だ
っ
た
。

◆
議
会
は
、税
金
の
使
い
方
を
審
査
す
る

機
関
で
あ
る
。
決
算
認
定
に
賛
成
し
た

議
員
は
、納
税
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

村政についてのご意見や励まし・ご提言を、お手紙や電話・FAX,メールで沢山いただいております。
今後ともいろいろなご意見をお聞かせください。これからの活動に役立てます。

お礼とお願い

観
光
立
村
か
ら
健
康
立
村
へ
の
提
案

◆
本
村
で
三
人
目
の
出
産
を
し
た
場
合
、法
定

給
付
の
ほ
か
に
、思
い
切
っ
た
報
奨
金
を
設
け

て
は
ど
う
か
？
例
え
ば
三
人
目
か
ら
１
０
０

万
円
の
報
奨
。（
妊
娠
、出
産
の
初
期
費
用
の

役
に
立
ち
、将
来
へ
の
安
心
感
の
一つ
と
な
る
）

◆
乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、本
村

で
は
、現
在
、通
院
は
５
歳
未
満
児
、入
院
は

未
就
学
児
ま
で
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、こ

れ
を
、満
１５
歳
の
中
学
生
ま
で
に
引
き
伸
ば

す
こ
と
を
提
案
。（
本
村
の
現

状
は
、山
梨
県
の
基
準
の
ま
ま
で
、

隣
の
忍
野
村
は
小
学
３
年
生
ま

で
、ま
た
、小
菅
村
で
は
中
学
生

ま
で
を
無
料
に
し
て
い
る
。
山

中
湖
村
も
、で
き
な
い
は
ず
が

な
い
）

◆
「
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い

う
観
点
に
立
ち
、学
問
や
技
術

を
習
得
し
、厚
み
の
あ
る
幅
広

い
人
財
育
成
が
必
要
。
そ
の
た

め
の
教
育
や
研
修
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
に
、資
金
支
援
制
度（
い
わ
ゆ
る

奨
学
金
制
度
）を
設
け
る
。（
例
：
入
学
時
、

修
学
時
、国
家
試
験
等
の
資
格
受
験
費
用
な

ど
の
支
援
と
し
て
、一
人
２
０
０
万
円
を
上
限

に
、無
利
子
で
貸
し
付
け
る
シ
ス
テ
ム
。こ
れ

も
、本
村
の
財
政
力
か
ら
み
て
可
能
だ
）

９
月
定
例
議
会
は
、９
月
12
日
開
会
で
１９
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
一
杯
で
任
期
満
了
と
な
る
現
村
長
は
、

羽
田
功
議
員
へ
の
回
答
の
中
で
、再
選
立
候
補
へ
の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、例
年
は
、12
月
議
会
に
審
議
さ
れ
る
「
平
成
１９
年
度
の
決
算
」
の
審
査
・
認
定
が
、お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

総人口　　　5,945人（平成20.4.1現在）

赤ちゃん　　平成17年度　平成18年度　平成19年度
　　　　　　　56人　　　41人　　　52人

お年寄り　　　
65歳以上　　　75歳以上

　　　　　　1,237人　　　564人

4年間の増加　　155人増　　　94人増

高齢化率　　　20.8%　超高齢社会に分類

山中湖村の人口分布

（0歳児）

　
右
の
二
項
に
つ
い
て
樋
口
は
、
弁
護

士
代
不
要
の
代
理
訴
訟
を
主
張
し
て
行

政
裁
判
を
提
起
し
た
が
、
村
側
は
弁
護

士
代
105
万
円
を
予
算
化
し
、
議
会
も
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。


